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南相馬市の現状と 

平成２７年２月１９日 

資料 ４ 

サービスエリア利活用拠点 

南相馬ソーラー・アグリパーク 相馬野馬追祭 

災害公営住宅 

第３回 福島県イノベーション・コースト構想の具体化に関する県・市町村検討会議 

イノベーション・コースト構想の 
      実現に向けた取り組み 
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地震、津波、原発事故による
世界的な災害から、

世界的な復興を目指して

地震による建物の倒壊

津波により小学校に打ち寄せられた漁船

作付制限により雑草が茂る水田

ロボット技術の育成
燃料資源作物の導入

農地の利用の制限緩和

被災から復興へ
イノベーション・コースト構想の実現に向けて
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第６回福島・国際研究産業都市(イノベーション・コースト)構想研究会(H26.6.9)

南相馬市長プレゼン資料より抜粋

被災から復興へ
イノベーション・コースト構想の実現に向けて



《南相馬市の課題とこれまでの取組》

①工業生産の回復のため、
高度な技術力を有する地元の機械金属加工産業と、
原発事故対応に向けたロボット産業の需要を結びつける必要。

①ロボット工学など新分野への企業進出を推進
②植物工場など農業分野の新たな取組を推進

③沿岸部での太陽光発電施設や研究機関を誘致

南相馬市復興計画に基づき、新たな産業の創出を推進
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②原発事故により大きな被害を受けた農業において、
農業者が安全・安心な農産物の生産・加工・販売が
できるような環境整備が必要。

③広大な津波被害や放射能汚染を克服するため、
再生可能エネルギーや研究機関の誘致が必要。



これまでの取組①：
<南相馬市ロボット産業協議会の設立>

地域の工業生産を回復させるため、

高度な技術力を有する
機械金属加工分野の地場産業

災害や原発事故に対応できる
各種ロボットの開発需要

結びつけ

ロボット工学産業
による産業復興

機械工業振興協議会（２９社）
未来産業研究会（１７社）
菊池製作所

福島大学
東京大学など

南相馬市
福島県

（株）ゆめサポート南相馬

日本原子力研究開発機構
ロボットメーカー等

技術
支援 外部機関

地域企業

事務局

学術機関

行政

南相馬市ロボット産業協議会の設立（H23.12.21）
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災害対応ロボット活用センター構想デモ小型偵察用途ロボット パワーアシストスーツ

研究開発Ⅰ 研究開発Ⅱ

福島県立テクノアカデミー浜で開催（H24.10.26）

人材育成

H25年度 H26年度以降の展開

要素技術開発 ロボット開発 自主財源による事業継続
開発成果物の実証
災害対応ロボット訓練
フィールドの誘致

病院・介護施設の設備の
充実

事業普及活動
講演会・研修会による
協議会員増加

ビジネス化
地域企業の技術紹介
パンフレット配布

取組内容

これまでの成果

これまでの取組①：
<南相馬市ロボット産業協議会の設立>
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◎平成２６度 災害対応ロボット産業集積支援事業への取り組み

：南相馬ロボット産業協議会の会員企業 １０件中 ７件に参画

これまでの取組①：
<南相馬市ロボット産業協議会の設立>
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◎地域産業界のロボット開発分野への取り組み

～ そうそうこども科学祭２０１４ ～
こどもが地域の「企業」や「製品」を学ぶ機会への参加

これまでの取組①：
<南相馬市ロボット産業協議会の設立>

主催：相双こども科学祭実行委員会（H26.12.6テクノアカデミー浜）
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◎地域産業界のロボット開発分野への取り組み ～新聞報道～

これまでの取組①：
<産学官連携によるロボット開発の推進>



原発災害を克服した農業の再生のため、植物工場、
太陽光発電施設、体験学習を組み合わせた南相馬
ソーラー・アグリパークを建設（平成25年5月9日）

南相馬
ソーラー・アグリパーク
（植物工場、太陽光発電、
体験学習の併設施設）

南相馬市
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「自家発電のまち」を目指すため、バイオマスエネル
ギー利用に向けた藻類の生産施設を計画。

藻類生産施設
（研究拠点も併設）

屋外解放型レースウェイ培養槽のイメージ

太陽光発電所

植物工場

これまでの取組②：<農業分野の新たな取組>



 南相馬市放射線対策総合センターを

設置し、福島大学、東北大学、（独）国

立環境研究所が事業所を開設（平成

２４年１月）。

 （株）東芝が南相馬市にメガソーラー

の立地等を決定（平成２４年６月） 。

 福島県が南相馬市に、福島県環境創

造センター（仮称）の一部研究施設の

立地を決定（平成２４年１０月）。

 同じく福島県が南相馬市に、福島県

浜地域農業再生研究センター（仮称）

の立地を決定（平成２５年９月）。

・大規模太陽光発電施設
（メガソーラー）、
風力発電施設の建設予定地

・福島県環境創造センター
（仮称）、
・福島県浜地域農業再生
研究センター（仮称）、
・オフサイトセンター
（福島県原子力災害対策
センター）

の建設予定地

南相馬市
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・福島県立テクノアカデミー浜、
・南相馬市放射線対策総合
センター

これまでの取組③：
<沿岸地域における発電施設・研究機関の誘致>



12

第６回福島・国際研究産業都市(イノベーション・コースト)構想研究会(H26.6.9)

南相馬市長プレゼン資料より抜粋

《現在、そしてこれからの取組》



<ロボット研究・実証拠点の実現のために>

１８

●南相馬市とＣＯＣＮ（※）は、当該構想実現
を共通の目的として連携。
※ＣＯＣＮ：Council On Competitiveness-Nippon
（産業競争力懇談会）

●センター施設：南相馬市下太田工業用地を推薦。

●ロボットテストフィールド：相双地域全体
（陸地・海域・空域）を広域エリアととらえる。

●南相馬ロボット産業協議会
・災害対応ロボット、医療・福祉ロボット等)の
開発・実証活動等へ取り組む。
・会員： 企業 42社、東京大学、福島大学、

宇宙航空開発機構、行政機関 等

●民間のロボット研究開発施設

・東京大学、早稲田大学、千葉大学等と連携

・Ｈ27年4月開所予定
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①ロボット産業の育成

浜通り各自治体と連携のもと、南相馬市を その拠点（センター施設）とし、
「ロボット研究・実証拠点構想」の実現を目指す
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平成２６年１１月１３日 COCN府省別懇談会 災害対応ロボット社会実装 資料 より抜粋
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平成２６年７月１７日 COCN災害対応ロボット社会実装ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 内閣府への説明資料 より抜粋
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平成２６年７月１７日 COCN災害対応ロボット社会実装ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 内閣府への説明資料 より抜粋
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イノベーション・コースト構想のロボット開発・実証拠点の実現を促進するために、
南相馬市のロボット産業推進のための事業を一体的に推進する。

【平成27年度事業費】 総計 １１４，７６９千円

○推進に寄与する取り組み 5事業 43,185千円

●産業支援センター運営事業補助金 23,000千円

地域の中小企業者の経営革新支援、創業支援、産学連携のコーディネート活動運営補助

●南相馬市ロボット産業推進事業（緊雇対） 7,013千円

地域企業によるロボット研究・開発や新分野進出の支援を行う

○事業の拡充により強化する取り組み 3事業 64,170千円

●基盤技術産業育成支援助成金 35,400千円（補助率・補助上限の拡充）

市内の金属・機械関連製造事業者の技術力向上のためＮＣ工作機械などの導入を支援

●基盤技術産業高度化支援事業補助金 23,770千円（適用範囲を拡大）

新技術や新製品の開発・事業化のため、試作品等開発の取り組みを実施したものを支援

○新規事業により強化する取り組み 2事業 7,414千円

●イノベーション・コースト構想推進事業 414千円 （ 414千円 増:新規）

構想に関わる各機関・団体との連携を図り、開発・実証拠点の実現を促進する。

●ロボットの現場導入推進助成金 7,000千円 （ 7,000千円 増:新規）

市内企業が開発に携わったロボットの現場導入を促進するため支援を行う。

ロボット機器購入にかかる自己負担額の１／２を補助（上限１，０００千円）

<南相馬市の平成２７年度予算要求（ロボット研究・実証拠点の実現促進関係）>

①ロボット産業の育成



ロボット技術の育成 燃料資源作物の導入
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イノベーション・コースト構想の実現のために

雇用の創出・人材の育成 インフラの整備

農地利用の制限緩和

原発事故を受けた浜通りをイノベーションによって、

新たな地域に変えよう
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